
第78回宮城県小中学校児童生徒書きぞめ展覧会

小学校書きぞめ手本について

小学校手本作成委員会
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書き初め（かきぞめ）とは、
日本の年中行事のひとつで、平安時代の宮中行事に由来
し、新年になって初めて毛筆で字や絵を書くことを指し
ます。
宮中や一部の文化人の行事だった書き初めは、江戸時

代の寺子屋や明治以降の学校教育で広く行われるように
なりました。「事始め」の１月２日に始めると何事も上
達が早くて長続きするとの言い伝えがあります。

「事始め」であるお正月２日に書き初めをすることで、「文字が
上達しますように」との願いが込められています。

１月２日から１５日までに筆で書くのが「書き初め」になり、12～1月の書写学習で取組み、
展覧会が2～3月に行われることもあり、「書き初め」ではなく「書きぞめ」としています。
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宮城県書きぞめ展覧会は78回目



・宮城の冬の風物詩 ・入賞は子供たちの誇り

・3日間で2万人を超える来場



文字を正しく整えて書くことができるようにすること

正しさ ていねい 整える

より整った字を書くための方法を考える

集中して 繰り返し 練習する

かしこまって書く

～日本の文化～



手書きの大切さ

道具を用意する向きを揃える
筆に墨を含ませる穂を整える
始筆～送筆～終筆 丁寧な運筆

かしこまって書く
よりよい筆使いを追求

整った字形を追求する原理・原則を見つける
日常生活に生かそうとする

丁寧に用具を扱う
次に使いやすいように片付ける

アナログだからこそ身に付く力

「非効率な」学習が脳を創る



みやぎの児童のみなさんへ

長い歴史のある「書きぞめ」「書きぞめ展」。

その歴史と未来を見つめるみなさん。ふだんの学習で学んだことを生かして書きましょう。
。


